
結論
仮説通りの結果となり、教科書と書籍の常用漢
字数の割合は多少小説の方が高くなった。 
 
また、私たちが日頃から見かけるような漢字でも
常用漢字ではないものが多く存在した。 

 

共通テストに向けて漢字基礎力向上を目指した
研究だったが、2024年の共通テストでは漢字問
題の傾向が大きく変わり、研究の意味がかなり
薄くなってしまった。 

共通テストの問題は教科書の範囲からしか出題
されないが漢字問題に関しては教科書に出てく
る漢字だけでは熟語なども含めてマークしきれな
いと思われる。 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研究の動機と目的
班員が日常的に小説を読んで漢字に触れて
いたおかげで、模試で偶然小説で見た漢字
が出て、解答できた経験があった。よって、 
日常から漢字への接触回数が多ければ漢字
の基礎力向上につながると考えたから。 

現状分析 
共通テストに出題される漢字問題は原則と
して常用漢字2136字の範囲内で、その音
訓表に記載されているものとなっている。 

研究方法 
①小説または教科書の本文を決定する 
②①の本文をAIテキストマイニングと常用 
　　漢字チェッカーを使って全体の文字 
　　数と使われている常用漢字の数を 
　　調べる 
③全体の文字数から常用漢字が使われ 
　ている割合を調べる 
　　 
必要な道具 
・本（小説）　・教科書(国語) ・パソコン 

仮説 
小説は、、勉強を目的として作られた教科
書よりも漢字の使用率が多く、漢字の基礎
力向上につながるのではないか。 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結果

 
本や教科書を読むことでどれだけ文章の読
解力が増すのか研究したい。  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今後の展望

文字数 常用漢字数 割合

教科書 17279 4499 26%

書籍 18854 6539 34%

教科書 22272 4420 19%

書籍 13815 2971 22%
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